黄色い星をつけて―ユダヤ人を救った人々（9）― by 平山 令二
1「ユダヤ人を救った人々」という本シリーズであるが，今回は逆に救わ
れた側のユダヤ人の手記を紹介したい。救われたユダヤ人はインゲ・ドイ
チュクローンという女性で，第 2次世界大戦の時は，ちょうど20歳前後の
青春のまっただ中であった。インゲは1922年生まれで，90歳を超える現在
もベルリンで健在である。以下，彼女の自伝『わたしは黄色い星をつけて
いた』の概要を紹介しようと思う。
黄色い星をつけて
―ユダヤ人を救った人々（ 9 ）―
Ich trug den gelben Stern
平　山　令　二
要　　　旨
「ユダヤ人を救った人々」を探るシリーズであるが，今回は救われた側のユ
ダヤ人の体験記を紹介した。インゲ・ドイチュクローンの体験記『わたしは黄
色い星をつけていた』である。若い女性のインゲは母親といっしょに戦時下の
ベルリンで 2年余り地下潜行生活を送り，ドイツの敗戦を迎えた。彼女の体験
記を読むと，いかに多くのドイツ人市民が，さまざまな形で潜行生活の母娘を
支えていたかが分かる。また，ユダヤ人を救ったドイツ人市民の動機や動揺も
よく分かる。さらに，ユダヤ人が潜行生活を生き延びるための条件も具体的に
見えてくるのである。
キーワード
ホロコースト，潜行ユダヤ人，救済者，ネットワーク
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インゲの父親は社会民主党員のギムナジウム教師だったが，1933年にユ
ダヤ人ということで解雇された。1938年 9 月 1 日の「水晶の夜」以来，ナ
チ政権によるユダヤ人迫害がひどくなり，1939年 4 月に父親はイギリスの
親戚を頼り移住した。腰を落ち着けたらすぐにインゲと母親を呼び寄せ
る，という予定だった。やがてイギリスの父親から，インゲと母親の仕事
が見つかったので，ふたりのイギリス滞在が認められそうな状況になっ
た，といううれしい便りがきた。しかし， 9月 1日，突如ドイツ軍がポー
ランドに侵攻し，イギリスがドイツに宣戦布告して，父親からの便りは途
絶えてしまった。
インゲと母親は戦時下でますます激しくなる迫害の嵐のなか，ベルリン
でなんとか生活を続けた。ユダヤ人に認められた仕事は次第に制限されて
いき，強制的に工場に徴発されるようになった。インゲはユダヤ人共同体
の指導者の紹介で，1941年 4 月からオットー・ヴァイトの盲人作業場で働
くようになった。オットー・ヴァイトの盲人作業場については，すでに本
シリーズの 4回目で紹介しているが，その内容も主にインゲの体験記に基
づいている。ヴァイトは，軍需物資としても重要なブラシやほうきを盲人
たちが作る作業場を経営していたが，ユダヤ人を積極的に雇い入れ，彼ら
を迫害や強制移送から守っていた。雇われていたユダヤ人には目の不自由
な者もいたし，そうでない者もいた。
作業場で働いているユダヤ人を強制移送から守ろうとするヴァイトの必
死の努力も，首都ベルリンを「ユダヤ人に汚されていない都市」にしよう
とするナチ政権の意図に抗しきれないようになってきた。ベルリンでもユ
ダヤ人の強制移送がすでに 1年ほど続いていたある日，インゲが留守のと
きに玄関のベルが鳴った。母親が出てみると，のっぽの男がふたり立って
いた。ひとりはゲシュタポであり，もうひとりは彼の運転手だった。彼ら
は，数週間前に強制移送されたユダヤ人女性の持ち物を取りにきたのだっ
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た。ゲシュタポは母親に，「ついでにお前を連行するので，準備しろ」と
命令した。母親は当惑して，「娘と一緒でなければ連行されるわけにはい
きません」とゲシュタポに懇願したが，聞き入れられなかった。母親は絶
望したが，結局これはゲシュタポの残酷な冗談であった。「おかみさん，
次はこんなに甘くはないぞ」とゲシュタポは捨て台詞を言って出ていっ
た。
このように過酷な事件もあり，インゲは母親と一刻も早く地下潜行す
る決意を固めた。知人のグンツ夫人が，匿ってあげると申し出てくれた。
1943年 1 月15日，インゲと母親は密かに家を出た。
グンツ家の人々は暖かく迎えてくれた。家業である洗濯屋の店舗の裏に
ある薄暗い部屋をインゲたちは割り当てられた。「うちではたくさんの人
が出入りするので，あなたたちは目立たずにすむわ」とグンツ夫人は言っ
た。最初の晩のことは，疲れきっていたのでインゲはなにも覚えていない。
翌朝，インゲはいつものようにオットー・ヴァイトの盲人作業場に出勤し
た。ゲルトルート・デレシェフスキーという名の贋の身分証をヴァイトか
らもらっていたので，安心して通勤できた。一方，母親は一日中部屋のな
かで無為に過ごさざるをえなかった。
グンツ家の人々は洗濯屋の仕事で忙しくしていて，決まった食事時間と
いったものもなかった。台所にも顧客の洗濯物が干されている始末で，母
親は台所仕事の手伝いもできなかった。グンツ夫人に母親が「なにもお手
伝いできなくて心苦しい」と嘆くと，素朴なグンツ夫人は「どうぞ元気出
してください。どうぞ少し休んでください」と言うだけだった。それでも，
日々嫌がらせを受けていた境遇よりはずっとましだった。
毎晩，グンツ氏は外国のラジオ放送を聞いていて，戦況がヒトラーに不
利と知ると，皮肉な笑みを浮かべた。12歳の息子はヒトラー・ユーゲント
に入っていなかった。偏平足という証明書を医者からもらっていたから
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だ。グンツ氏の歯に衣着せぬ言葉にグンツ夫人は不安を抱いていた。顧客
が「ハイル・ヒトラー」と挨拶をして店に入ってくると，グンツ氏は穴の
開くほど顧客を見つめ，相手を当惑させるのだった。グンツ氏は「エホバ
の証人」の信者だった。グンツ夫人は寡黙だったが，顧客が「私たちは死
んでも勝利をおさめますわ」と言うと，「ああ，そうですとも。私たちの
総統がそうしてくれますとも。心配ご無用ですわ」と皮肉な言葉をはさむ
のだった。
地下潜行から数日後，インゲがヴァイトの作業場に出勤すると，聞き慣
れた女性の声が聞こえてきた。彼女は「アーリア系」で，インゲと母親の
いた家の同居者だった。彼女は，インゲたちがガス代も電気代も払わずに
いなくなり，家の鍵も返していない，とヴァイトに苦情を言いにきたとこ
ろだった。インゲはとっさに身を隠した。ヴァイトは，インゲはここ数日
仕事にきていない，と言って，インゲに未払い賃金があるという理由をこ
しらえて，ガス代と電気代を立て替え払いした。鍵はあとからインゲが郵
送した。
2
グンツ家での潜行生活はなんの問題もないようだったが，ある日の食事
の際に，グンツ夫人が当惑の微笑を浮かべ，「ご近所の主婦が，お客さん
がいらっしゃるのですか，と聞いてきたの」と話した。「郷里のポンメル
ンのいとこが来ているのよ，と答えておいたわ」とグンツ夫人は続けた。
誰も口を開かなかった。
近所の人が自分たちの存在に気づいている事実を知り，インゲと母親は
不安になった。グンツ夫人も不安になっていた。夫人は「この週末にド
レーヴィツに行きませんか」と誘った。そこにはグンツ家の家庭菜園が
あったのだ。否応なしにインゲたちは週末に出かけた。粗末な小屋が建っ
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ていて，上下水道もなく，まわりには野菜や果物の畑が広がり，兎小屋も
あった。いずれにしても，ドレーヴィツの小屋は週末の理想的な隠れ家
だった。
ある日曜日，焼肉を取り分けながら，グンツ夫人は「他のお友だちと話
してくれませんか」と唐突に言い出した。母親は「もちろんですわ。明日
すぐにそうします」と返事した。沈黙が支配した。「もちろん食物などあ
なたたちを助けることはやめませんわ」とグンツ夫人は弁解した。さっき
話してしまったことで苦しんでいるようだった。グンツ氏は黙って立ち上
がり，部屋を出ていった。母親も涙を浮かべ，出ていった。グンツ夫人は
インゲに向かい「こんなこと私もしたくないのよ，分かってね」と言った。
インゲは「もちろんです。なんとかします」と答えた。どうしたらよいの
か，インゲにも分からなかったのだが。
インゲは，父親と同じ社会民主党員だったオストロフスキーのことを思
い出した。彼なら助けてくれるだろうと考えたのだ。オストロフスキーは
愛人といっしょに小さな住居に住んでいて，彼のユダヤ人の妻と息子は
シャルロッテンブルクのもっと大きな住居に住んでいた。結婚生活は事実
上破綻していたのだが，オストロフスキーは離婚しようとしなかった。離
婚したら，ユダヤ人の妻が強制移送されてしまうからだった。
オストロフスキーと愛人のグレーテ・ゾンマーは，よろこんで助ける，
と言ってくれた。インゲと母親は，グレーテの持っている店の裏にある小
部屋にマットレスを敷いて住むようになった。食事は毎晩運んでくれる。
インゲは毎朝，最初の顧客であるような振りをして，仕事に出かけ，母親
は昼間，店や家事の手伝いをすることになった。店のある建物の門番の妻
は，夫以外で憎んでいるものはヒトラーとナチだけ，といった女性だった。
彼女はやせていたが頑強で，エネルギッシュな動作の癇癪持ちだった。怒
りの発作に囚われると，ところかまわず怒りを爆発させた。
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店舗のため週末にいると目立ってしまうので，週末を過ごす場所が問題
だった。これも，グレーテの提案でシルトホルンに行くことにした。そこ
にオストロフスキーの所有するボート小屋があったからだ。四人で週末に
出かけた。途中までは乗物を使い，それから歩いた。夜の闇が降りてきた
ので，インゲと母親は安心して父親の話などし始めた。するとオストロフ
スキーが，他人に聞かれたらどうするんだ，と注意した。彼は「なにか起
こったら，あんたたちを平気で見捨てるからね」と言った。オストロフス
キーは，ヒトラー政権後の民主国家で自分が重要な役割を演じるはずだ，
と確信していたからだ。
オストロフスキーは，週末になるとボート小屋に政治上の同志たちを招
いて，政治情勢について遠慮なく議論した。日曜日にはグレーテの両親が
店のソーセージやバター，パンを運んで来た。グレーテの父親は BBCで
聴いたスターリングラードの戦況の話をした。ヒトラーの終わりが始まっ
たようだ。
インゲは，恋人のハンスとしばしば落ち合っていた。ある映画配給会社
の女性から映画の封切り上映の招待券をもらい，アドミラルパラストに出
かけた。もちろん，ユダヤの星はつけずに。指定席に座るとき，ふたりは
落ちつかない気分だった。知り合いはひとりもいないし，まわりの人々は
何の屈託もなく，たわいもないおしゃべりに興じていた。場内が暗くなり
インゲはほっと息をつくことができた。上映のあとには，シャンパンが振
舞われた。まわりで話題になっているのは，スキー旅行とか，フランスや
イタリアへの旅行ばかりだった。まわりの人々にとって，戦争はないも同
然だった。
インゲとハンスは急いで出た。まわりの人々の何の心配もなさそうな様
子を羨ましく思ったからだ。封切り上映に来ていた人々は，おそらくナチ
ではなかったろう。しかし，彼らは，となりにいる社会から排除された人
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間たちの苦境については，何も分かっていなかった。
　 2月25日頃に，ハンスがインゲの店に電話してきた。「明日，絶対にヴァ
イトの作業場に行ってはだめだ」とハンスは警告した。インゲは，そうす
るとハンスに約束した。翌朝，警察の車輛がベルリン中の通りを疾走して
いた。目標の建物の前に止まると，私服や制服の係官が飛び出し，ユダヤ
人を連行し，また次の建物に向かうのだった。ベルリンに最後まで残って
いたユダヤ人を狙った連行作戦だった。住居でも，工場でも，所構わずユ
ダヤ人を狩り出すのだった。寝間着や仕事着のユダヤ人たちがオーバーも
着ないで連行される姿を，インゲは窓からこっそり眺め，恐怖のため硬直
したようになっていた。
このユダヤ人を狩り出す「作戦」は数日かかった。連行されるユダヤ人
の側に叫び声も反抗もなかった。月曜日にインゲはヴァイトの盲人作業場
に行ってみた。そこには，わずか数人の非ユダヤ人以外は誰もいなくなっ
ていた。「おしまいだ。どうしたらいいのか，私には分からない」とヴァ
イトは嘆いていた。ハンスは彼の母親といっしょに連行されたが，すぐに
釈放された。釈放は 3度目のことである。ゲシュタポはハンスをまだ必要
としていた。ハンスは，贅沢なバスルームやサーチライトなど他の誰にも
見つけられないようなものをゲシュタポのために見つけることができたか
らだ。ハンスは，「アーリア人」と結婚しているユダヤ人を除くと，ダビ
デの星をつけてベルリンで暮らすただひとりのユダヤ人だった。
ヴァイトの作業場で働き続けられなくなったインゲに，グレーテは「心
配しないで。うちの店で働いてもらうから」と言った。身分証明書もない
潜行ユダヤ人の自分がドイツ人の顧客の相手などできるのだろうか，とイ
ンゲは驚いたが，「わたしの友人ということにするから心配ないわ」とグ
レーテはあくまで屈託なかった。インゲは，こうして最初のうちはグレー
テといっしょに働いて，店の貸本の価格を覚えるようになった。店の顧客
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には反ナチの人々もいた。グレーテが店を開いたのは1933年だったから，
それから時間が経つあいだに顧客の政治的立場を評定できるようになって
いた。反ナチの顧客たちは，前日聴いた BBCのニュースをもとにおしゃ
べりをした。彼らには，「有害な書籍」も貸し出された。ナチ・シンパの
顧客は非常に少なかった。やがて，家事に忙しいグレーテは店の仕事を全
面的にインゲに任せるようになった。
ある日，ガルン夫妻が店にやって来た。夫のパウルは，ヒトラーの政権
奪取により労働組合の専従職を失った。ヒトラーの戦争を労働者として支
えなければならないことに，パウルは大きな苦痛を覚えていた。ガルン夫
妻は，いつも同じところにいるのは危険だから自分たちのところに来るよ
うにとインゲに勧めた。インゲにもちろん異論はなかった。ガルン家には
2部屋しかなかったので，インゲと母親は台所で寝ることになった。ガル
ン家は，ヒトラー政権以前に建てられた労働者用住居で，風呂とトイレが
ついていて，狭いが清潔だった。台所には石炭のかまどがあり，暖かかっ
た。そもそも冬には高齢のガルン夫妻はたいてい台所で過ごしていた。食
料はグレーテが運んできてくれた。
すべてが順調のようだったが，近所の主婦がインゲと母親の滞在に気づ
いて，あれこれと詮索するようになり，ガルン夫人は神経質になり，つい
にインゲと母に「あなたたちをもう置いておけない。わたしは心臓が悪い
し」と言った。ガルン夫人は涙を浮かべていた。ガルン氏は黙ったまま
だった。「もちろんですわ。よく分かります」と母親は答えたが，「でも，
どうしたらいいのかしら」とつけ加えた。オストロフスキーとグレーテも
加わって新たな潜行先探しの相談がされた。
3
「わたしの夫をナチが殺したのよ」とリーザ・ホレンダーは激しい口調
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で言った。リーザは，インゲたちの友人で救援者でもあるイェニー・リー
クの姉だった。リーザの夫のパウルはユダヤ人の輸出業者で，ナチに連行
された。リーザは空しく夫の消息をあちこち尋ねまわったが，数か月後に
強制収容所から血に染まった夫のズボンが送り返されてきた。パウルは心
臓麻痺で死亡した，という通知とともに。パウルは未婚の母で困窮してい
たリーザとすべて承知の上で結婚した。リーザはパウルの好意への感謝を
片時も忘れなかった。パウルは裕福な商人だったので，リーザの希望はす
べて聞いてやった。彼女がフランス語を学びたいと言うと，パウルはフラ
ンス語の教師としてインゲの父親を雇った。それは何年も前のことだった
が。
「好きなだけいてくださっていいのよ」とリーザは言ってくれた。「うち
には部屋がたくさんあるのだから」とつけ加えた。リーザはインゲたちを
匿うことに伴う危険を一切無視しているようだった。インゲは，これまで
持ったことのない自分の小部屋さえ持つようになった。母親は居間の長椅
子で寝た。リーザの家は，バラの植えられた緑地帯を囲むように建つ何軒
かの家のひとつだった。インゲたちが他人に見られることはまずないの
で，好都合な住環境だった。リーザは動じない性格の持ち主で，近所の人
になにを言われても気にしなかった。「最愛の人を奴らが奪ったのだから，
わたしにはもう失うものはないのよ」とリーザは言った。ナチの福祉団体
が寄付を頼みにきても，リーザは荒々しくドアを閉め，追い返すのだった。
リーザの家は非常に住み心地がよかった。生活費は持ち寄った。グレー
テも昼食をインゲたちのところでとった。インゲがグレーテの店で働く報
酬はバターなど貴重な食料品で支払われた。その他，牛乳や野菜などは，
牛乳屋の娘がインゲの店に買物にきた際に，店の品物と物々交換した。し
かし，リーザに家賃を払っていくうちに手持ちの現金が減ってきたので，
母親がプリント印刷工場のゲルナーのところで働くことにした。ゲルナー
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はヒトラーとナチを毛嫌いしていて，「あなたの身もとを詮索するつもり
はない」と母親に断言した。母親は，ギムナジウム教師の未亡人であると
同僚たちに自己紹介し，やもめたちに求愛されるはめになった。ゲルナー
の工場の職人たちは，ゲルナーは元共産主義者だ，と噂していたが，彼ら
のほとんどもヒトラーに対する反感を隠さなかった。
インゲと母親の暮らしはほとんど「正常な」ものだった。毎晩 BBCの
放送を聞いて，イギリスが第 3帝国の実情を正確に把握していることに驚
かされた。「アウシュヴィッツ」についても報道された。インゲたちはそ
れを聞いても，いわば麻痺したようになっていて，話題にもしなかった。
恋人のハンスも度々訪れてきた。ハンスは母親とかつてのユダヤ人病院に
暮らしていた。ハンスは，ゲシュタポに雇われているユダヤ人スパイに気
をつけるようにインゲに警告した。ヴァイトの盲人作業場に匿われていた
ユダヤ人も，スパイになっていたユダヤ人の友人にすべて話してしまった
ために，ゲシュタポに連行されてしまっていた。
1943年 8 月23日の誕生日をインゲは，リーザが魔法のように手に入れた
ワインで祝った。インゲは満ち足りた気分でベッドに潜り込んだが，やが
て時ならぬ轟音でたたき起こされた。イギリス空軍による空襲だった。20
分ほどで空襲は終わった。国防軍の総司令部とゲシュタポを狙った空襲に
間違いない，とリーザは断定した。幸いにも，リーザの家の被害は窓ガラ
スが割れただけですんだ。
インゲと母親は，空襲に不安になったものの，反面うれしさも覚えてい
た。戦況がヒトラーに不利になっていることが分かったからだ。翌朝目撃
した空襲の被害はかなりひどいものだった。それでも，ベルリン市民はい
つものように仕事に出なければならなかった。ベルリンに対するこの初の
大規模空襲のあと，しばらくは小規模な空襲が続いたが，1943年11月末に
イギリス空軍による大規模空襲が再び始まった。11月23日の朝，顧客の
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ケーテ・シュヴァルツが店に来て，爆弾の直撃を受けてすべてを失ってし
まった，と嘆いた。彼女はベルリン大学ローマ法教授の妻だった。ケーテ
はその日，いつもより長く店にとどまり，他の顧客がいなくなったのを見
計らって，インゲに打ち明けた。住まいがなくなったので，他に移らなけ
ればならない。しかし，自分たちが引っ越すと困る人がいる，と。
「インゲ，わたしはユダヤ人女性を匿っていたの。これからわたしの代
わりに彼女を助けてくれない」とケーテは懇願した。こう言ってケーテは
探るようなまなざしでインゲを見つめた。数秒してインゲは大声で笑い始
めた。驚いているケーテにインゲは，「わたしも潜行しているユダヤ人な
んです」と告白した。結局，ケーテが匿っていたユダヤ人女性は，ケーテ
の友人のところに匿われ，最後には空襲の危険のないポツダムのある家の
住み込み家庭教師となった。ユダヤ人女性はその家で安心して暮らすこと
ができた。なぜなら，教えている子どもたちの父親が親衛隊員だったから
だ。
4
1944年 1 月30日の夜，インゲと母親が匿われていたリーザの家もとうと
う空襲のために焼けてしまった。火事になっても，国防軍や親衛隊の関連
施設に対しては消防隊が消火活動をするのに，一般人の住居に対しては消
火活動は一切なされなかった。
リーザの発案で，ナチの福祉団体の受け入れ施設に行った。そこでは焼
け出された人々に対して，本物のコーヒーやソーセージをはさんだパンが
ふんだんに提供されていた。リーザの説明では，ナチ政権は焼け出された
人々の怒りを恐れている，ということだった。ハンブルクで焼け出された
人々がナチ政権に反抗的態度をとったからだった。インゲと母親は，知人
でナチに退職させられた元校長のリークがポツダムに持っていた家にひと
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まず落ち着くことになった。リークは，近所の人々に怪しまれないように，
むしろおおっぴらに家探しをするようにアドバイスした。インゲと母親は
「リヒター」という名前で住まいを探し，元は山羊小屋だった家を見つけ
た。その「家」は市住宅局にも登録されていなかったので，隠れ家にはうっ
てつけだった。そこから毎朝，インゲと母親はベルリンに通勤した。
ある日，恋人のハンスが姿を見せた。ハンスは，地下潜行生活をしてい
たヴァルター・スコルニーというユダヤ人の住居の鍵をインゲに渡した。
スコルニーはそこに闇市用の商品を隠していた。ところが，スコルニーは
ゲシュタポのスパイになっていた男にだまされて，逮捕されてしまった。
ハンスはインゲに，ゲシュタポがかぎつける前にスコルニーが隠していた
品物をグリュークナーという夫人のパン屋に運んでくれ，と依頼した。イ
ンゲがハンスに教えられた住居に行くと，ベーコン，絹の靴下，アルコー
ル，コーヒーなど貴重な品々があった。それらを詰め込んだ重いトランク
を運んで，インゲはグリュークナー夫人の店に向かった。グリュークナー
夫人は，スコルニーが逮捕されたことを聞くと涙を流し，「これからはあ
なたがヴァルターの代わりよ。必要なものがあったら，遠慮しないで来て
ね。約束よ」と言ってくれた。グリュークナー夫人はパン焼き作業室にユ
ダヤ人弁護士を匿っているのだった。グリュークナー夫人は，遠慮会釈も
なくヒトラーとナチをののしった。夫のグリュークナー氏は，妻のように
雄弁ではなかったが，「そうです。奴らは犯罪者です」ときっぱりと言っ
た。
ある日，「もう君をこの店で雇っていることはできなくなった」とオス
トロフスキーがインゲに宣言した。インゲがグレーテの店で働き始めて18
か月経っていた。理由としてオストロフスキーがあげたのは，軍需工場で
働く義務のある55歳以下の女性に対する当局の管理が強まったことであ
る。グレーテの店で昼間働いていると，外に出る必要はなく，したがって
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警察やスパイに路上で目をつけられる危険が少なくなる。店で働くことは
インゲにとって死活問題だった。インゲはオストロフスキーに，店で引き
続き働かせてくれ，と必死で頼んだ。しかし，オストロフスキーの態度は
変わらなかった。インゲには，オストロフスキーにとって自分がどうなろ
うと関係ないのだ，ということが初めて分かった。インゲが文句を言うと，
オストロフスキーは「なんて恩知らずだ！」と叫んだ。そして，「昼間は
ハーフェル河沿いを散歩でもしたらどうかい」と皮肉に言うのだった。要
するに，オストロフスキーがインゲと母親を救ったのは，ヒトラーに抵抗
したという実績作りのためだったのである。ヒトラーの敗北が確実になっ
た時期の1944年秋に，オストロフスキーにとって重要なのは「その後」の
ことだけであって，ヒトラー敗北後の政府で重要な役職に就くつもりのオ
ストロフスキーにとって少しでも危険な要因をなくしておきたい，という
のが本音だった。オストロフスキーはインゲたちに常々，「君たちのため
にしたことを戦争が終わっても忘れないでくれよ」と念押ししていた。
それからインゲと母親は，毎朝時間通りに家を出た。ただし，仕事に向
かうのではなく，向かうのはサンスーシ宮殿の公園だった。そこには色と
りどりの花が咲き乱れ，まったくの別世界だった。ある日，捕虜のイギリ
ス兵の一団を見かけ，インゲは大胆にも彼らに戦況について英語で質問し
た。
ある晩，家主のリークがやって来て，ユダヤ女性をふたり匿っている，
という容疑でゲシュタポに尋問された，と告げた。密告があったようだ。
インゲと母親は，リークの提案で，彼の知人のリンケがベルリン市内に所
有する住居に移ることにした。リンケはリーク同様に社会民主党員の校長
だったが，空襲があってから田舎に移住していた。リンケの住居は 3部屋
で，長い間だれも住んでいなかったので，ほこりだらけでカビ臭かった。
ゲシュタポがリークを尋問したのも，密告を本気にしているということで
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はなかったようだ。リーザの推理では，ゲシュタポに密告したのは，リー
クの妻のイェニーだった。イェニーはインゲたちを以前助けてくれていた
ので，インゲには信じられない思いだったが，リーザの推理は次のような
ものだった。リークは女優のシャルロットとベルリンで愛人関係にあり，
イェニーと娘はバイエルンに疎開していた。イェニーはすでに狂言自殺を
したりして，正常な精神状態ではなかった。そのような状態で彼女は夫を
密告してしまったのだ。
5
インゲはグレーテの店で働き続けることができなくなってから，別の働
き口を見つけなければならなくなった。今度もリークがアドバイスしてく
れた。リークが管理する家の近くにケーニヒという店があった。ケーニヒ
の店は紙類を販売していて，貸本屋や古書店も併設していた。ただ，ケー
ニヒは生粋のナチ党員だった。インゲは，膝が悪くて軍需工場で一日中働
けないので，週何日かケーニヒの店を手伝う，という名目にした。この名
目は，ケーニヒにとっても好都合だった。警察に届ける必要がないし，人
手不足の折からずっとインゲに働いてもらえるからだ。
本好きのインゲはケーニヒの店での仕事が好きになり，ケーニヒもイン
ゲの仕事ぶりが気に入り，なんでも打ち明けた。インゲが，ナチ党員なの
になぜ武装親衛隊に入らずにすむのか，とケーニヒに聞くと，彼は「コネ
があるんだ」と答えた。インゲが英語を話せることを知ると，ケーニヒは
よろこんだ。「それは素晴らしい。アメリカ兵がやって来たら，店をあな
たに任せることができるから」というわけだ。札付きのナチの店で働いて
いることで，かえってインゲは安全だと感じた。ケーニヒはナチ党のコネ
を使い，インゲと母親に軍需工場で働いている証明書を手に入れてくれ
た。
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母親も仕事を見つけた。子どもたちの疎開が始まっていたが，子どもた
ちと離れ離れになりたがらない親もいた。そういう親たちは家で子どもに
しっかりとした教育を受けさせたがっていた。母親は家庭教師としてそう
いった子どもたちを教え，親たちも母親の教え方に満足していたので，母
親はかなりの額を稼いだ。母親の教えていた子どもたちの父親たちは例外
なく親衛隊員だった。仕事を見つけたことで，インゲも母親も通りをほっ
つき歩き，警察やスパイに見つかるという危険を犯さずにすむようになっ
た。
インゲはさらに，週 2回午後にレシュケ夫人のところで，ミルクやソー
セージの配給の手伝いをすることになった。ミルクやソーセージを量り売
りして，食料配給券や現金を受け取るという単純な仕事は，しかし思った
よりむずかしかった。戦時中の薄めたミルクは泡立ちやすく，大きなミル
クの缶からビンに分ける際には泡ばかりが出て，仕事は捗らなかった。あ
る晩，レシュケの店に泥棒が入り，食料品がごっそり盗まれた。満足に食
べさせられていなかった外国人労働者の仕業だった。レシュケ夫人が警察
に盗難届けをしたので，インゲは警官に身分証明書の提示を求められるの
ではないか，とひやひやした。やって来た警察官は「盗まれた食料品の細
目を文書で提出するように」とレシュケ夫人に言っただけで帰って行っ
た。
6
「恐ろしい，なんて恐ろしい！」と母親は嘆いていた。母親は頭を振り，
眼は大きく見開かれていた。幼顔をしたヒトラー・ユーゲントの少年は母
親の前で当惑していた。「なにか食べませんか」とインゲの方を向いて少
年は聞いた。「書類はあとで書いていただければ結構です」と少年はつけ
加えた。
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ソ連軍がベルリンに迫るなか脱出した市民に紛れて，インゲと母親は列
車でベルリンから 2時間のリュッベナウの駅に到着した。まわりの避難民
たちは，服はぼろぼろ，髪はぼさぼさの哀れな格好で，茫然自失の体だっ
た。彼らは食事する気力さえなかったが，コーヒーやジャガイモ・スープ
などベルリンではもう手に入らなくなった食物がふんだんに提供された。
ヒトラー政権は， 1メートルごとに領土を死守しろ，というスローガンの
もと，市民たちのベルリン脱出を認めず，市民たちがぎりぎりになってよ
うやく脱出が許されたときには，着の身着のままで逃げ出すしかなかっ
た。インゲたちは逆に前線にできるだけ近づこうとしていた。この大混乱
を利用しようとしていたのだ。
リュッベナウに着くとすぐに，インゲたちはベルリンに帰る列車の切符
を買った。帰りの列車はグーベンの町からの避難民と田舎からの避難民で
いっぱいだった。誰もが，ソ連兵による強姦，略奪，銃殺などの悪業につ
いて話していた。インゲと母親は，彼らの話を注意深く聞いて，グーベン
にソ連兵が侵攻したときの状況について詳しく聞き出した。
夜になってから列車はベルリンのゲルリッツ駅に到着した。いつも午後
7時前後にイギリス空軍の空襲が始まったので，列車が到着するとすぐ駅
の明かりがすべて消えた。暗闇のなかで列車から降りた避難民たちは大混
乱になり，暗闇に乗じて避難民のトランクを盗む泥棒も出た。やがて赤十
字の看護婦とヒトラー・ユーゲントが懐中電灯を手に近づいてきて，イン
ゲたちをナチ福祉団体の食堂に案内した。どこから来たのか，という質問
に対しては，インゲは「グーベンから」と自信をもって答えた。どこへ行
くのか，と質問には「シャルロッテンブルクの親戚のところへ」と答えた。
避難民のなかに若い娘はいなかったので，インゲは世話をしてくれたふ
たりのヒトラー・ユーゲントの若者に好意を持たれた。彼らは，危険な状
況なのでインゲたちを目的地まで護衛していく，と言い張った。他の避難
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民たちはほとんど食事することができなかったのに，インゲは出されたレ
バーソーセージのサンドイッチをむしゃむしゃ食べたので，母親が，それ
では目立つわよ，と注意した。
インゲは，混乱のなかでトランクを盗まれた，と駅の管理事務所に届け
出をした。インゲはトランクの形状とその中に入っていた品物を適当に書
いて提出した。母親はヒトラーの肖像が掲げられている食堂から一刻も早
く出たがった。そのとき空襲警報が鳴り，インゲと母親は地下室に退避し
た。空襲警報が解除され，もとの食堂に戻ったときには，すでに夜10時で，
その晩は近くの学校に泊まることになった。学校の講堂と体育館にベッド
が並べられインゲと母親は横になったが，トイレへ立つ物音，子どもの泣
き声，犬のほえ声などで眠るどころではなかった。
翌朝，インゲは世話をしてくれていた赤十字の看護婦に，避難民の証明
書を書いてくれるように頼んだ。看護婦は「グーベンから避難したエラ・
パウラ・リヒターとインゲ・エリーザベト・マリー・リヒター」名の証明
書を書いてくれた。今後は居住地近くのナチ福祉団体が面倒を見てくれる
ことになる，と看護婦は説明した。
その後，インゲと母親はリーザのところへ行き，前日からのいきさつを
話し， 3人で大笑いした。ナチ福祉団体への届出用紙には，インゲは実際
より上の年齢を書いておいた。戦時に貴重な交換手段になるタバコと酒を
配給されるのが25歳以上だったからだ。また，住所はグーベンのソ連軍占
領地ということにした。詳しく調べられる危険がないからだ。申請用紙を
持って地域のナチ福祉団体に行くと，係の女性はわざわざ危険なベルリン
にやって来たことに不審を抱いたようだ。「だってベルリンは包囲されて
いるのですよ」と係の女性が言うと，母親は「包囲なんてされてはいませ
ん！　総統がそんなことをお許しになるはずありません！」と反問した。
インゲは笑いをこらえるのに苦労した。係の女性は，死刑もありうる敗北
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主義者と思われないかと，あわてて母親に同意し，インゲと母親の書類に
スタンプを押して，次に警察に届けるようアドバイスしてくれた。
スタンプの押してある貴重な書類を手にして，インゲと母親は警察に
行った。なんの問題もなくもう一度スタンプが押され，ふたりは住民登録
をしてもらった。食料品配給証明書ももらった。「他になにかお手伝いで
きることはありませんか？　着るものは必要ないですか？」と聞かれ，母
親は「もちろんです。着の身着のままで逃げてきたのですから」と元気に
返事した。これでインゲと母親の身分は保証され，食料も確保されること
になった。次に心配なのは戦況である。ソ連軍が東から迫っていて，アメ
リカ軍とイギリス軍は西から迫りつつあった。そこでインゲと母親はまた
ポツダムに行くことにし，ポツダムでは元の山羊小屋で暮らすことにし
た。家主のファービヒ夫人も同意した。ポツダムの警察には「グーベンか
ら避難民」ということで届出をした。以前のようにインゲと母親はベルリ
ンに通勤するようになった。ベルリン市内にも念のため住居を借りた。市
電の駅に近い建物の 5階の部屋だった。
　 4月20日，インゲと母親はベルリンを脱出した。ベルリンの中心部で初
めて砲火の轟音が聞こえた日だった。ベルリンがまさに都市から瓦礫の堆
積に転落する時期で，逃げ出す最後のチャンスだった。当時のベルリン市
民のあいさつは「生き延びよう」だった。ポツダムの山羊小屋にもどった
が，赤軍の接近に直面し，よろこびを表す者，あわてふためく者，と反応
はさまざまだった。元共産党員は，赤軍を恐れる必要なんてない，と意気
揚々と話していた。一方，ナチ党員は党員証や関係書類を掘った穴にすべ
て埋めていた。 4月23日朝，銃撃戦が始まり，ソ連軍の戦車が近づいて
来た。戦闘が終わってから，インゲはよろこび勇んでソ連兵に近づいて
行った。解放軍として彼らを歓迎しようとしたのだった。ところが，午後
にソ連兵が何人か山羊小屋にやってきて，インゲのオーバーをはぎ取り，
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「Komm, Frau, komm」と繰り返した。インゲは必死に逃げ，その時から
インゲはソ連兵たちの魔手から身を守るのに必死にならざるをえなかっ
た。
最後に，解放後のインゲの生涯について簡単に触れてみよう。インゲは
ベルリンのソ連占領地区で生活したが，1945年 8 月13日，イギリスにいる
父親からの手紙がようやく届いた。しかし，インゲと母親はユダヤ人で
あってもドイツ人，すなわちイギリスからすれば「敵国人」であるので，
イギリスの入国許可はなかなか下りなかった。そこでしばらくベルリンの
ソ連占領地区にある国民教育中央監督局で働くことにした。職場の同僚の
9割が共産党員だった。インゲは社会民主党員だったので居心地の悪い思
いをすることが度々だった。やがて，ドイツ共産党がソ連の指示により社
会民主党と合同して社会主義統一党を結成する方向を目指すようになっ
た。インゲは社会民主党が共産党と合同することにあくまでも反対したた
め，職場の共産党員たちから冷遇されるようになり，ソ連の占領当局に逮
捕される危険がある，という警告を受け，父親の待つイギリスに渡航した。
イギリス到着は1946年 8 月 2 日のことだった。
ロンドンでインゲは社会主義インターの事務所で秘書として働き始め
た。その後，1955年にはドイツのボンに移り，ジャーナリストとして活動
し，1958年初めからイスラエルの新聞の通信員になった。1966年にはイス
ラエル国籍を取得し，1972年からはテルアビブで新聞編集の仕事に従事し
た。インゲがベルリンに戻ったのは，ようやく1988年のことだった。2001
年からは再びベルリンに定住するようになった。
お わ り に
以上，ナチ支配下のベルリンで母親とふたり終戦まで生き延びたユダヤ
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人女性，インゲ・ドイチュクローンの手記を見てきた。恐らく，潜行生活
を送り生き延びたユダヤ人たちは，多かれ少なかれ，みなインゲのような
危機一髪の生活を送っていたであろう。それでは，インゲはどうしてナチ
の魔手を逃れ，生き延びることができたのであろう。最後にその理由を整
理してみたい。主に 3つの理由があると思う。
1．インゲの父親が社会民主党の活動家であったため，潜行生活で社会
民主党員のネットワークに頼ることができたこと。ナチの弾圧のなか
でも，社会主義者や共産主義者，自由主義者などのネットワークが存
在していた例証であろう。
2．インゲが人間関係で運に恵まれていたこと。まず，有名なユダヤ人
救済者であるオットー・ヴァイトの作業場でインゲが働けたこと。さ
らに，インゲの恋人のハンスが必要物資を集める面での有能さのため
親衛隊に重宝されていたこと。ハンスからもたらされる重要な情報に
より，インゲは窮地を脱することができた。
3．インゲが母親と一緒に潜行生活を送ったこと。本来，母娘ふたりで
は目立つ危険もあるのだが，インゲたちの場合，母娘とも冷静な判断
力を持ち合わせていたため，支え合い，知恵を出し合い，生き延びる
ことができた。それに潜行生活でも金や食料は必要であり，ふたりで
働いて稼ぐことができていたのも重要である。
上記の 3点は生き延びる上で必須の条件であり，どれかひとつが欠けて
もインゲと母親は強制収容所に送られてしまったことだろう。しかし，生
き延びるためのもっとも重要な条件は，やはり潜行ユダヤ人を救おうとす
る「救済者」がいることである。自ら命の危険も顧みずユダヤ人を救おう
としたドイツ人がナチ支配下のベルリンにも多くいたという事実をインゲ
の手記は如実に語っている。もちろん手記にあるように，恐怖のために救
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済を続けることをやめた人や，打算の気持ちから救済した人もいたことも
一面の事実である。しかしながら，どのような行為，心情であってもユダ
ヤ人救済者が多くいたことは，やはり闇夜に光を見る気持ちにさせてくれ
るのである。
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